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聖書：エペソ人への手紙1章1〜14節 
説教：御国を受け継ぐ 

手紙の背景 
　今日からしばらくエペソ人への手紙を見てまい
ります。この手紙は、パウロが書いたものと言われ
ています。そのパウロについてはちょうど前回の説
教でも少し触れました。三回目の伝道旅行を終え
てエルサレムに戻って宮にいたところをあるユダ
ヤ人が見つけ、「この男は律法に逆らうことを教え
ているばかりでなく、神聖な場所を汚している者
だ」と叫ぶ。これを聞いた町中の人たちがパウロ
をとらえて宮の外に連れ出して殺そうと混乱状態に
なる。これを見ていたローマ軍はただちに兵士を
出動してパウロをとらえてむち打ちにしようとした
ところ、パウロが「ローマ市民である者を、裁判
にかけずに、むちで打ってよいのか」と言ってロー
マ市民権を主張したので、身柄がローマに送られ
ることになり、おそらく二年間は軟禁状態に置か
れたようです。そのときにパウロは教会に向けてさ
まざまな手紙を書いた。その一つがこれです。 
　エペソは、いまのトルコの西のエーゲ海に面して
いて、当時は立派なアルテミス神殿が建ち、各地
から参拝客で集まり土産物屋が軒を連ねるほどの
大きな町だったようです。そこをパウロが伝道した
ことで教会が建てられ、その地域の中心的な教会
になります。しかしパウロが去った後、教会が順調
に成長したわけではない。さまざまな戦いに直面
していくのですが、そのひとつが異端の問題でし
た。それでパウロは手紙を書いて、福音とはなにか
もう一度確認していった。それがこの手紙の趣旨
で、私たちにも書かれたものとして読むことができ
ます。福音とは何か。もう一度基本に立ち返って確
認してまいります。 
　皆さんこの箇所を読んで、なんだか難しいと感
じたのではないですか。わかりにくいのは皆さん
の頭が悪いのではなく、短い箇所に深いテーマが
ぎっしりと詰め込まれているらです。きょうは、全
部を取り上げることはできません。そこで、ある
一つのことばに注目して、パウロが何を言おうとし
たのか整理してみたいと思います。何かと言います
と、まず7節の「このキリストにあって」、11節の
「またキリストにあって」、そして13節の「この
キリストにあって」。実は、日本語訳にはなくて
英語訳だとちゃんと訳されているのですが、13節
には「キリストにあって」が二回繰り返されてい
る。そうすると今日見ている箇所に限っても四回

「キリストにあって」が出るので、よほど大事らし
い。それでここに着目するわけです。 

１　キリストにあって 
１）血の贖い、罪の赦しを受けています 
　まず7節。「このキリストにあって、私たちはそ
の血による贖い、背きの罪の赦しを受けています。
これは神の豊かな恵みによることです。」 
　これはキリスト教信仰の基本中の基本の教えで
す。エペソ教会の人たちにしてみたら、「そんなこ
とわかっています」ということだったはずです。そ
れなのにどうしてパウロはわざわざ書くのか。先ほ
ども触れました。教会に本当の福音とは異なる教
えが入って来て、大変なことになることを心配して
いたからです。それでわざわざ基本的なことまで確
認する。 
　皆さんは異端と聞いて、「そんな変な教えなら
最初からわかるはずでは」と考えるかもしれな
い。ところがそんな単純ではなくて、異端は最初
から異端と分からないようにうまくできている。
これが特徴です。 
　イエスもマタイの福音書7章15節でこう言ってい
る。「偽預言者たちに用心しなさい。彼らは羊の
衣を着てあなたがたのところに来るが、内側は貪
欲な狼です。」表は羊に見えるので、まったく気が
つかない。後になって羊の皮をかぶった狼だった
とわかったときには手遅れ。これが異端の恐ろし
さです。実際、JECAの教会の中でもそういう戦い
があるということを聞いています。それでJECAの
なかで牧師同士がお互いに情報交換をして警戒して
いる。そういう現実があります。 
　異なる教えは羊の皮を着ていますから、私たち
が信じる福音とほとんど同じことを言います。「ほ
とんど」というところがポイントで、99％は同じ
です。しかし残りの１％がなにかすっきりしない。
それほど微妙な違い。１％くらい大したことでは
ない。そう思った瞬間に足をすくわれる。だから
恐いのです。なのでパウロは福音の基本中の基本を
何度も確認する。キリストにあって、キリストの血
による贖い、そむきの罪の赦しをいただいてい
る。これは神からの恵みとして与えられたものであ
る。このことをもう一度確認しておきます。 

２）御国を受け継ぐ者となりました 



　「キリストにあって」の二つ目。11節。「また
キリストにあって、私たちは御国を受け継ぐ者とな
りました。すべてをみこころによる計画のままに
行う方の目的にしたがい、あらかじめそのように
定められていたのです。」 
　私たちは「天国に入る」というとき、どんなイ
メージで言っているでしょうか。天国に入るチ
ケットを神からいただく。そんなイメージでしょ
うか。ところが、そうではない。相続財産として
いただくというのです。でも、どうでしょうか。入
場券であろうが相続財産であろうが、神の国に入
ることではどちらも同じではないか。そう思うか
もしれません。 
　こう考えてみてください。有名なアーティストの
コンサートに行くとしましょう。まずチケットを
買って、コンサート会場に座り、コンサートを楽
しむ。私たちはあくまでもお客さんです。コンサー
トが終われば、チケットはただの紙切れになりま
す。 
　しかし、神の国はどうか。「御国を受け継ぐ者
となりました」とある。神の国は、もちろん神が
所有し支配している。それなのに、私たちは神の
国を相続することになるのだと言われる。神と一
緒に神の国を所有し、神の国を治めていく。これ
はコンサートのチケットとまったく違う。 
　相続と言うからには、だれが相続する権利を
持っているか。一般社会であれば。親の財産を相
続することのできるのは、配偶者を除けば基本的
に血のつながっている子どもだけです。血のつな
がっていない人が相続することはできません。唯
一それができるのは、養子縁組みをした子どもの
場合だけ。聖書の相続はまさにこれと同じです。私
たちは神とは血はつながっていません。それなの
になぜ相続する権利があるか。5節に書いてある。
「神は、みこころの良しとするところにしたがっ
て、私たちをイエス・キリストによってご自分の子
にしようと、愛をもってあらかじめ定めておられ
ました。」神と養子縁組がされて，「神の子」と
いう身分になった。だから神の国の相続権をもっ
ている。 
　相続という話になると、落ち着かない方もい
らっしゃるかもしれません。親族の間で争うとい
うことをよく聴きます。私ごとですが、親が持って
いた小さな田畑と山は全部兄が相続して、私はなに
ももらいませんでした。しかし、皆さんもそうで
すが、私も神の国の相続権を持っている。そう考
えるとすごいことだと思います。 
　 

３）約束の聖霊によって証印を押された 
　とは言っても、御国を受け継ぐ権利証などあり
ません。いいことを言って、だまされているのでは
ないか。そんな疑う人がいても当然でしょう。そ
れで「キリストにあって」の三つ目の13節にな
る。「このキリストにあって、あなたがたもまた、
真理のことば、あなたがたの救いの福音を聞いて
それを信じたことにより、約束の聖霊によって証
印を押されました。」 
　聖霊が御国を受け継ぐことの保証である。証印
というのはスタンプ、あるいはシールのことで、何
か目に見えるしるしかと思うのですが、しかし聖
霊は目に見えるものではありません。前半に「神
の聖霊を悲しませてはいけません」とあるくらい
ですから、人格を持った存在ではある。でもこれ
もいつも言うことですが、聖霊の存在ほどわかり
にくいものはない。「私に聖霊はおられるのかし
ら？」みな口をそろえたようにおっしゃる。しる
しのように見えたら安心できるのですが、見えな
いし、触れることもできない。これでは本当に御国
を相続できるのか、不安になります。 

４　救いは、あらかじめ定めておられた 
　何か聖霊を感じられるよい方法はないかと思っ
たりします。すばらしい雰囲気とか感情の高揚と
か、そういうなかで聖霊の御臨在を覚えるという
ことはあるかもしれない。でもあまりそういうこ
とにはこだわらなくて、もっとシンプルに考えた
らよいと思うのです。どうして私は神を信じられる
ようになったのか。そこを考えてみる。パウロは
なんと言っているか。5節。「神は、みこころの良
しとするところにしたがって、私たちをイエス・キ
リストによってご自分の子にしようと、愛をもって
あらかじめ定めておられました。」 
　いま、私たちは神の子どもという身分になりま
したが、そうなったのは良いことをしたからです
か。よい血筋に生まれたからか。何か一生懸命し
たからか。まったくそんなことは関係ない。神の
ひとり子である方が、人となって来られ、十字架
で苦しみを受けられた、そのような神の一方的な
愛を知って、それを信じて私たちが救われた。そ
れは偶然ではなくて、あらかじめ定めてくださって
いたから。これも誤解されがちです。定められてい
たから自動的になったのではないのです。神が私た
ちの人生に関わってくださり、私たちが十字架に
出会えるように導き、私たちがそれを自分の意志
で選ぶうようにしてくれた。そのとき働いておられ
たのが聖霊です。聖霊が私たちのうちに住んでくだ



さって、内側から神を求めるようにとささやき続
けてくださっていた。聖霊が働かなければ私たち
は「あなたこそ私の救い主です」と告白できない
のです。イエスは私の主ですと告白できているな
ら、あなたに聖霊がおられる。証印が押されてい
る。 
　私たちの人生は偶然の積み重ねではない、とい
うことになる。過去を振り返れば、決してよい人
生とは言えなかったとしても、だからと言って否定
する必要もない。神が私たちの人生にすばらしい
意味を与えてくださった。この世は悲しみに満ちて
いても、私たちには神の国を相続する権利があ
る。今そこに向かってる。そのことを覚えてまた歩
んでまいります。 


